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1.

2.

3.

　（一部農薬項目等の水質検査業務委託、福谷水源滅菌設備更新工事他）

・水質検査精度管理 … 2,171万円

令和３年度は、基本理念である「水源から蛇口まで、みんなに気持ちいい水道」の実現に向けて策定され

た水道事業ビジョン「第３次アクア・シンフォニー計画」のスタートの年として、第２次水道施設整備事業や

小規模貯水槽の管理者に対し、衛生管理の必要性のＰＲを継続しました。

・小規模貯水槽水道の衛生管理ＰＲ

　（小規模貯水槽（10m3以下）の衛生管理に関する情報をビラやホームページにより周知）

施設場内への侵入防止や異物混入防止のため、施設警備委託による常時監視を継続しました。

・施設警備委託 … 331万円

　（水道施設警備業務委託、防犯灯設置工事他）

　（ガスクロマトグラフ質量分析装置等の保守点検業務委託、水質検査機器更新他）

１　第３次アクア・シンフォニー計画事業報告

将来の事業環境に対応するための新規施策など、各事業の着実な推進に取り組みました。

計画１　「安全」 安全できれいな水を届ける

Ⅰ　安全な水供給の確保

（主な事業）

安全な水道水を届けるため、水質検査計画に基づく検査を実施し、検査の正確性や分析技術の向上を図り

ました。

・適正な水質管理 … 1,576万円

★★水道事業ビジョン★★

第３次アクア・シンフォニー計画
（令和３年度～令和12年度）

計画1

「安全」
安全できれいな

水を届ける

計画2

「強靭」
災害に強い

水道づくり

計画3

「持続」
いつも信頼できる

水道システム

基本理念実現に向けた３つの基本計画
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1.

2.

※管路更新率は、水道施設整備事業だけでなく布設替を対象としている他の事業も含めて算出しています。

計画２　「強靭」 災害に強い水道づくり

Ⅰ　第２次水道施設整備事業の推進

（主な事業）

老朽管が多い地区や漏水が多発している管路を計画的に更新しました。

・老朽管路の更新 … 16億7,557万円

　　豊明市栄町大根地内配水管布設替工事その1始め29件 L=16,053ｍ、
　　老朽管路更新に伴う設計委託1件

基幹管路や災害時に応急給水拠点となる重要給水施設へ至る管路の耐震化を行いました。

・基幹管路の耐震化 … 2億4,441万円

　（横道グリーン線配水管布設替工事その15始め3件 L=910ｍ、基幹管路耐震化に伴う設計委託2件）

・重要給水施設管路の耐震化 … 6億3,703万円

　（東郷町和合ケ丘他地内配水管布設替工事始め5件 L=5,034ｍ）

　第２次水道施設整備計画（令和３年度～令和12年度）の主な指標

※耐震適合率とは、比較的良好な地盤に布設されているダクタイル鋳鉄管（Ｋ型継手）を耐震適合性がある管として､耐震管と
※合わせて算出したものです。

※基幹管路とは、導水管（取水施設から浄水施設に至る管）、送水管（浄水施設から配水施設に至る管及び配水池間を結ぶ
※管）、φ400㎜以上の配水管をいいます。
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1.

2.

3.

1.

1.

　（承認基本給水量 102,500m3/日、県営水道受水量 34,506,270m3）

災害時における円滑な応急給水活動・復旧活動に備えるため、災害用資機材を計画的に整備しました。

・災害用資機材の確保 ･･･ 406万円

　（非常用飲料水袋の購入、ＩＰ無線機賃借料、災害時燃料の貯蔵タンク使用料他）

計画３　「持続」 いつも信頼できる水道システム

Ⅰ　水道水の安定供給

（主な事業）

安全で良質な水を安定的に確保するため、県営水道からの受水を合理的かつ効率的に行い、また自己水源

を適切に維持管理するため、井戸清掃工事、濾材活性化工事等を実施しました。

・県営水道からの受水 ･･･ 23億9,790万円

・自己水源の合理化 ･･･ 1,851万円

　（和合ケ丘水源の井戸清掃工事、濾材活性化工事、取水ポンプ・送水ポンプ取替他）

　（みよし市福田町宮下地内配水管布設替工事始め10件 L=2,310ｍ）

Ⅲ　危機管理対策の推進

（主な事業）

・公共工事と同調した配水管整備 ･･･ 1億7,518万円

・配水池のリフレッシュ ･･･ 1億3,283万円（二村山配水場内面補修工事他）

・遠方監視システムの適正管理 ･･･ 1億6,932万円

　（遠方監視設備更新工事、水道施設計装機器更新工事、電気計装設備点検業務委託他）

漏水箇所の早期発見・早期修理のため漏水調査等を継続し、水道事故の未然防止に努めました。

・漏水調査 ･･･ 2,661万円（漏水調査業務委託他）

・仕切弁等点検 ･･･ 413万円（管路施設点検業務委託）

・管洗浄等の実施 ･･･ 1,771万円（既設管内調査業務委託、配水管内クリーニング工事他）

効率的に配水管を整備するため、区画整理事業、下水道事業や道路改良事業と同調して配水管を更新

・区画整理事業等に対する迅速な対応 ･･･ 1億2,868万円

　　日進赤池箕ノ手土地区画整理内配水管布設工事その11始め6件 L=2,983ｍ、
　　区画整理事業に伴う設計委託1件

しました。

水道施設を適切に維持管理するため、老朽化した施設を計画的に更新しました。

Ⅱ　水道施設のレベルアップ

（主な事業）
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1.

2.

3.

1.

2.

1.

2.

1.

・職員教育の充実 ･･･ 141万円（内部・外部研修の実施）

（主な事業）

自己財源の負担軽減を図るため、補助金制度を活用して財源の確保に努めました。

・補助金制度の活用 ･･･ 6,034万円（愛知県生活基盤施設耐震化等補助金）

事業実施に必要な財源を確保するため、企業債の適正な借入れに努めました。

・企業債の適正借入 ･･･ 3億円（利率が0.8％の公的資金を借入れ）

Ⅴ　人材育成・組織力の強化

・水源地域との交流事業 ･･･ 418万円（「木曽の水」ボトル缶の製作他）

（主な事業）

職員の人材育成・能力開発を図るため、オンライン講座の受講など研修内容を改善し充実させました。

Ⅳ　健全かつ安定した事業運営

　（整備面積　木曽川 ･･･ 220.75㌶（木曽町始め6町村） 矢作川 ･･･ 3.64㌶（豊田市大野瀬財産区））

　（広報誌「ふれっしゅ水道」年間4回（4月､7月､10月､1月）550,652部発行）

Ⅲ　持続可能な水環境づくり

（主な事業）

環境保全の責務を果たすため、さらなる環境負荷の削減に向けた取り組みを継続しました。

・太陽光発電設備、電気自動車の活用 ･･･ 303万円（太陽光発電設備の年次点検業務委託他）

水の大切さへの理解を広めるため、「木曽の水」ボトル缶を製作しました。

・「水源の森」森林整備協定造林事業 ･･･ 1,750万円

・広報広聴活動の充実 ･･･ 527万円

水道水源環境保全基金を活用し、「水源の森」森林整備協定造林事業による水源の環境整備を行うとともに

・水道学習の実施 ･･･ 28万円（小学生を対象とした副読本の制作）

ホームページや広報誌等を通じて、水道事業に関する分かりやすい情報の提供に努めました。

Ⅱ　お客様との連携の促進

（主な事業）

給水システム保守等の業務委託を継続し、お客様サービスの向上と業務の効率化を図りました。

・給水事務の迅速化 ･･･ 252万円（給水システム保守業務委託）

・配水補助管助成金制度の継続 ･･･ 2,889万円（配水補助管助成金）

新型コロナウイルス感染防止対策のため出前授業を中止しましたが、小学生を対象とした副読本の制作を

継続して行いました。
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　　①　業務量に関する事項　　〔決算書P22〕

（△は減を示す）　

　　②　地区別給水量及び給水料金に関する事項　　〔決算書P22〕

　　　　＊令和３年度の下段は、令和２年度に対する増・減数を示す。 （△は減を示す）　

　(1)　業務の状況

２　決算書附属資料

有 収 率 (％) 95.73 94.40 1.33 1.4% 95.40 0.33 0.3% 

給 水 原 価 (円/m
3
) 155.39 158.19 △ 2.80 4.95 3.3% △ 1.8% 150.44

171.70 4.74176.44 175.70 0.74 0.4% 

326,234 19 0.0% 

35,325,746 △ 225,771 △ 0.6% 

932 0.7% 年 度 末 給 水 戸 数 (戸) 137,132 136,200

△ 0.6% 年 度 末 給 水 人 口 (人) 326,253 328,200 △ 1,947

年 間 総 配 水 量 (ｍ
3
) 35,099,975 35,588,000 △ 488,025

136,233

令　和　２　年　度　実　績　対　比

区　分 実績ａ 数値ｂ 増減ａ－ｂ

年  度 令和３年度 令　和  ３　年　度　予　定　（予算）

増減率 数値ｃ 増減ａ－ｃ 増減率

う ち 県 営 水 道 受 水 量 (ｍ
3
) 34,506,270 35,034,000 △ 527,730

１ 日 平 均 配 水 量 (ｍ
3
) 96,164 97,501

１ 日 最 大 配 水 量 (ｍ
3
) 103,473 - -

96,518 △ 354△ 1,337

34,754,233 △ 247,963 △ 0.7% 

899 0.7% 

△ 1.4% 

△ 1.4% 

△ 1.5% 

0.4% 

△ 0.4% 

- 103,072 401

△ 99,235有 収 水 量 (ｍ
3
) 33,602,285 33,596,000 6,285 33,701,5200.0% 

△ 2.3 △ 0.8% 295.9 △ 1.1１ 人 １ 日 平 均 配 水 量 (㍑) 294.8 297.1

年間の有収水量を1人1日当たりに換算したもの

△ 0.3% 

△ 0.4% 

2.8% 

備　　　　　　　　　　　　考

年間総配水量と有収水量との比率
【参考】令和２年度愛知県平均 93.58%

給水料金1m
3
当たりの平均単価

水道水1m
3
を供給するために必要とする経費

県営水道からの受水量と自己水源取水量(深井戸)の合計水量

県営水道からの受水量（承認基本給水量102,500m3/日)

年間配水量を1日当たりに換算したもの

1日平均配水量を給水人口1人当たりに換算したもの

年間の1日配水量実績のうち最大のもの

給水料金徴収の対象となった販売水量

主に、日進市で483人の増加、豊明市で501人の減少となった。

主に、日進市で464戸、長久手市で270戸の増加となった。

△ 0.0% 280.45 1.73 0.6% 282.25 △ 0.07

供 給 単 価 (円/m
3
)

１ 人 １ 日 平 均 使 用 量 (㍑) 282.18

豊 明 市
68,281

1,668,192,552

△ 501

市町名 令和３年度 増減率 令和３年度 令和２年度 令和２年度

      区分 年度末給水戸数（戸） 有収水量（ｍ
3
) 給水料金(税抜き)（円）

増減率

年度末給水人口（人）

7,031,294 1,201,177,282

38,657 38,193

264,918

9,485,842 0.4% 

△ 51,620△ 23

464

1.0% 1.2% 9,521,099 1,684,464,099

35,257 16,271,547

△ 18 261 120,818,106

6,429,015 △ 1.0% 

△ 63,712

25,098 24,837 1.1% 6,365,303 1,140,517,420 1,019,699,314 11.8% 61,202 △ 0.0% 

5,786,559,832

△ 99,235 142,098,266

0.7% 33,602,285 33,701,520

△ 0.9% 4,285,205 727,338,836 △ 0.6% 

1.1% 

270

722,908,775

0.3% 

△ 4,430,061

4,324,573

△ 73 △ 39,368

20,208

1,170,416,766 0.8% 

増減率

30,455

備　　　　考

899

△ 0.4% 

2.5% 

1,179,590,522

9,173,756

1,200,912,364△ 0.7% 

6,451,004 6,430,796

0.0% 

令和３年度令和２年度

68,782

326,234

43,948

59,993

61,220

92,291

増減率

136,233

24,709

△ 0.6% 17,943 18,016

△ 0.3% 5,928,658,098

24,979

令和３年度令和２年度

30,478 △ 0.1% 6,979,674

長 久 手 市
60,310 0.5% 

日 進 市

東 郷 町
43,686

合　　　計
326,253 0.0% 

19

み よ し 市

92,774 0.5% 

483

△ 262

317

△ 0.7% 

137,132
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(2)　予算決算対比表（税込み） ※収益的収支（損益勘定）とは、1年間で水道水を供給して得た収入と供給に要した費用（支出）の内訳を表すものです。

※予算に対してどれだけの収入と支出があったかを比較するため、予算科目毎に掲載し、消費税込みとなっています。　　〔決算書P2～P3〕

（単位　 円）

当初予算額 補正予算額 流用増減 財源充当額 計　　A

7,685,983,000 0 0 0 7,685,983,000 7,818,164,587 132,181,587 101.7

6,744,001,000 0 0 0 6,744,001,000 6,769,224,619 25,223,619 100.4

給 水 収 益 6,493,098,000 0 0 0 6,493,098,000 6,521,167,024 28,069,024 100.4 水道料金収入（有収水量 33,602千m3) のうち水道水源環境保全基金分 36,963千円

受 託 工 事 収 益 803,000 0 0 0 803,000 0 △ 803,000 0.0

そ の 他 営 業 収 益 229,410,000 0 0 0 229,410,000 230,347,753 937,753 100.4 下水道使用料徴収事務負担金、給水工事に伴う設計事務費 18,349千円他

他 会 計 負 担 金 20,690,000 0 0 0 20,690,000 17,709,842 △ 2,980,158 85.6 消火栓及び耐震性貯水槽の維持管理負担金 16,611千円他

919,307,000 0 0 0 919,307,000 922,616,269 3,309,269 100.4

受 取 利 息 3,245,000 0 0 0 3,245,000 3,245,020 20 100.0 資金運用に伴う有価証券利息他

長 期 前 受 金 戻 入 872,011,000 0 0 0 872,011,000 863,664,971 △ 8,346,029 99.0 長期前受金を財源として取得した資産の減価償却費見合い分の収益化額

雑 収 益 44,051,000 0 0 0 44,051,000 55,706,278 11,655,278 126.5 行政財産目的外使用料、水道サービス協会からの余剰金の返還他

　 22,675,000 0 0 0 22,675,000 126,323,699 103,648,699 557.1

　　 固 定 資 産 売 却 益 0 0 0 0 0 103,686,100 103,686,100 - 旧東山第２配水場用地の売却に伴う売却益

　　 そ の 他 特 別 利 益 22,675,000 0 0 0 22,675,000 22,637,599 △ 37,401 99.8 退職給付引当金戻入益

当初予算額 補正予算額 流用増減 繰　越　額 計　　A

6,531,450,000 0 0 0 6,531,450,000 6,445,789,604 85,660,396 98.7

6,477,880,000 0 △ 34,760,989 0 6,443,119,011 6,357,458,615 85,660,396 98.7

原 水 及 び 浄 水 費 2,549,919,000 0 △ 13,398,432 0 2,536,520,568 2,511,235,232 25,285,336 99.0 県営水道の受水費 2,397,899千円、人件費 78,965千円他

配 水 及 び 給 水 費 1,051,991,000 0 △ 31,082,045 0 1,020,908,955 1,006,242,787 14,666,168 98.6 配水施設の維持修繕費 464,117千円、委託料 322,667千円、人件費 128,333千円他

受 託 工 事 費 803,000 0 0 0 803,000 0 803,000 0.0

総 係 費 730,727,000 0 △ 5,007,589 0 725,719,411 695,694,499 30,024,912 95.9 人件費 322,439千円、委託料 273,657千円、庁舎等修繕費 18,375千円他

議 会 及 び 監 査 費 2,730,000 0 0 0 2,730,000 1,347,290 1,382,710 49.4 報酬 873千円他

水 源 地 環 境 整 備 事 業 費 35,167,000 0 0 0 35,167,000 21,668,730 13,498,270 61.6 水源地森林整備助成金 17,464千円、木曽の水ボトル缶製作費 4,006千円他

減 価 償 却 費 1,914,204,000 0 △ 17,539,273 0 1,896,664,727 1,896,664,727 0 100.0 有形固定資産 1,891,502千円、無形固定資産 5,163千円

資 産 減 耗 費 192,339,000 0 32,266,350 0 224,605,350 224,605,350 0 100.0 配水管布設替工事等に伴う用途廃止資産の除却費他

53,388,000 0 34,401,433 0 87,789,433 87,789,433 0 100.0

支払利息及び企業債取扱諸費 37,280,000 0 △ 918 0 37,279,082 37,279,082 0 100.0 企業債支払利息（財務省 25,267千円、地方公共団体金融機構 12,012千円）

雑 支 出 5,100,000 0 4,648,951 0 9,748,951 9,748,951 0 100.0 過年度分水道料金減免他

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 11,008,000 0 29,753,400 0 40,761,400 40,761,400 0 100.0 仮受消費税 651,733千円、仮払消費税 610,972千円

182,000 0 359,556 0 541,556 541,556 0 100.0

過 年 度 損 益 修 正 損 0 0 541,556 0 541,556 541,556 0 100.0 平成30年度水道料金の不納欠損に伴う貸倒引当金の不足額

そ の 他 特 別 損 失 182,000 0 △ 182,000 0 0 0 0 -

（△は減額を示す）

執行率％
B／A

事務・事業の概要
予算に対して増減

B-A

不用額
A-B

執行率％
B／A

事務・事業の概要

　特　別　損　失

　水 道 事 業 収 益

　営　業　収　益

　特　別　利　益

　営 業 外 費 用

　営 業 外 収 益

　水 道 事 業 費 用

　営　業　費　用

《収益的収支》

収入科目

支出科目

予算額

予算額 決算額
B

決算額
B
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(3)　予算決算対比表（税込み） ※資本的収支（資本勘定）とは、将来にわたって水道水を安定供給するための水道管の新規布設や布設替等に係る経費（支出）と、その財源（収入）の内訳を表すものです。　　〔決算書P4～P5〕

（単位　 円）

当初予算額 補正予算額 流用増減
繰越にかかる
財源充当額

計　　A

300,000,000 0 0 0 300,000,000 300,000,000 0 100.0 配水設備改良事業の財源として借入れ

51,370,000 8,965,000 0 0 60,335,000 60,335,000 0 100.0 重要給水施設管路耐震化事業に対する県補助金

740,611,000 0 0 82,994,400 823,605,400 498,030,492 △ 325,574,908 60.5 区画整理事業等工事負担金 142,426千円、加入分担金 226,356千円他

299,000 0 0 0 299,000 44,257,532 43,958,532 14,801.9 旧東山第２配水場用地の売却に伴う帳簿価額

0 0 0 0 0 388,000 388,000 - クリーンエネルギー自動車導入促進補助金

1,092,280,000 8,965,000 0 82,994,400 1,184,239,400 903,011,024 △ 281,228,376 76.3

当初予算額 補正予算額 流用増減 繰　越　額 計　　A

4,061,686,000 0 0 372,676,386 4,434,362,386 3,602,638,318 170,949,790 660,774,278 81.2

配 水 設 備 改 良 費 4,020,728,000 0 0 371,233,500 4,391,961,500 3,571,608,753 170,949,790 649,402,957 81.3 老朽管路更新事業 1,675,568千円、管路の耐震化事業 881,438千円他

固 定 資 産 購 入 費 40,958,000 0 0 1,442,886 42,400,886 31,029,565 0 11,371,321 73.2 水質検査機器更新 9,159千円他

289,711,000 0 0 0 289,711,000 289,710,468 0 532 100.0
償還金（財務省 196,446千円、地方公共団体金融機構 93,265千円）
【参考】令和３年度末における企業債の残高　1,536,259,305円

2,260,000 0 0 0 2,260,000 2,256,598 0 3,402 99.8 令和２年度県補助金消費税相当額の返還金

4,353,657,000 0 0 372,676,386 4,726,333,386 3,894,605,384 170,949,790 660,778,212 82.4

△ 3,261,377,000 8,965,000 0 △ 289,681,986 △ 3,542,093,986 △ 2,991,594,360
（△は減額を示す）

3,261,377,000 △ 8,965,000 0 289,681,986 3,542,093,986 2,991,594,360

当 年 度 分 消 費 税
資 本 的 収 支 調 整 額

263,675,000 0 0 0 263,675,000 251,165,175

減 債 積 立 金 10,000,000 0 0 0 10,000,000 10,000,000

建 設 改 良 積 立 金 185,000,000 0 0 0 185,000,000 185,000,000

利益積立金（目的外使用） 0 72,000,000 0 0 72,000,000 72,000,000

過 年 度 分
損 益 勘 定 留 保 資 金

1,631,316,000 0 0 0 1,631,316,000 1,942,443,409

当 年 度 分
損 益 勘 定 留 保 資 金

1,171,386,000 △ 80,965,000 0 289,681,986 1,380,102,986 530,985,776

補てん財源

支出科目

資本的支出 計 ②

差　引　額 ①－②

企 業 債 償 還 金

補 助 金 返 還 金

建 設 改 良 費

《資本的収支》

工 事 負 担 金

収入科目

企 業 債

資本的収入 計 ①

固 定 資 産 売 却 代 金

予算額

県 補 助 金

事務・事業の概要
翌年度繰越額

C

事務・事業の概要
予算に対して増減

B-A

執行率％
B／A

決算額
B

不用額
A-(B+C)

執行率％
B／A

決算額
B

予算額

雑 収 入

【参考】 令和３年度末資金残高 （単位　 円）

科　　　　　目
令和３年度末
資 金 残 高

減 債 積 立 金 19,000,000 企業債の元金償還に充てるため、積み立てた資金

建 設 改 良 積 立 金 354,076,081 建設・改良工事に充てるため、積み立てた資金

繰 越 利 益 剰 余 金
（水道水源環境保全基金を含む）

265,738,396 欠損金の補てん準備金として、処分されずに企業内部に留保された資金

当 年 度 純 利 益
（ 長 期 前 受 金 戻 入 を 除 く ）

254,988,559
議案として上程し、議決後に翌年度以降の事業に充てるため、減債積立金、建
設改良積立金に積立

過年度分損益勘定留保資金 0

当年度分損益勘定留保資金 1,591,348,853

計 2,485,151,889

現金支出を伴わない減価償却費等に相当する額が、企業内部に留保された運
転資金
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(4) 財務諸表４表 〔決算書P17〕

① 損益計算書（行政コスト計算書）　　〔決算書P6〕

② 剰余金計算書（純資産変動計算書）　　〔決算書P8～P10〕

（単位 円）

（単位 円）

118.98 
118.39 117.66 

120.68 

116.32 

116.77 
115.41 

113.57 
112.59 

100.00

105.00

110.00

115.00

120.00

125.00

H29 H30 R1 R2 R3

① 経常収支比率

企業団

類似団体平均

（％）

385.79 

299.12 

216.31 

286.19 

250.41 

254.05 258.22 

250.03 

239.45 

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

H29 H30 R1 R2 R3

② 流動比率（％）

42.38 36.70 31.30 26.37 25.91 

258.63 255.12 254.19 259.56 

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

H29 H30 R1 R2 R3

③ 企業債残高対給水収益比率（％）

116.92 116.20 115.60 
114.13 

113.54 

110.30 
109.12 

107.42 

105.07 

100.00

105.00

110.00

115.00

120.00

H29 H30 R1 R2 R3

④ 料金回収率（％）
★解説★

給水に係る費用がどの程度水道料金

で賄えているかを表す指標で、100％を

下回っている場合、給水に係る費用が

水道料金以外の収入で賄われているこ

とを意味します。

☆企業団分析☆

数値は100％を上回って推移していま

すが、令和3年度は営業費用が増加し

たため、数値が低下しました。

【公営企業に係る主な経営指標】
（数値は総務省実施の「経営比較分析表」を引用）

★解説★

短期的な債務に対してどの程度支払

能力があるかを表す指標で、数値は

100％以上であることが必要です。

☆企業団分析☆

数値は100％を上回って推移してお

り、支払うべき債務に対して支払可能な

現金等がある状況といえますが、令和3

年度は工事費等未払金が増加したた

め、数値が低下しました。

★解説★

経常費用が経常収益によってどの程

度賄われているかを表す指標で、数値

が高いほど収益性が高いことを意味しま

す。

☆企業団分析☆

数値は100％を上回って推移してお

り、類似団体と比較しても高く推移してい

るため、良好な経営状態といえますが、

令和3年度は営業費用が増加したため、

数値が低下しました。

★解説★

給水収益に対する企業債残高の割合

であり、企業債残高の規模を表す指標

で、数値が高いほど企業債未償還残高

が過大であることを意味します。

☆企業団分析☆

数値は類似団体平均と比較して低く推

移していますが、今後、水道施設整備

事業の財源として企業債借入額が増加

した場合、数値は上昇することが予測さ

れます。

令和３年度 令和２年度 増減率 令和３年度 令和２年度 増減率

6,030,308,263 5,869,402,566 2.7% 6,156,624,513 6,067,651,890 1.5% 

職員給与費 529,241,265 544,750,339 △ 2.8% 水道使用料 5,895,055,813 5,752,858,312 2.5% 

動力費・薬品費 36,952,330 35,229,253 4.9% 水源環境保全基金収入 33,602,285 33,701,520 △ 0.3% 

修繕費 448,429,146 381,542,928 17.5% その他営業収益 210,256,573 261,961,197 △ 19.7% 

県営水道等受水費 2,182,296,085 2,186,248,784 △ 0.2% 他会計負担金 17,709,842 19,130,861 △ 7.4% 

委託料 550,229,877 581,063,119 △ 5.3% 921,385,524 1,080,826,026 △ 14.8% 

水源地環境整備事業費 19,698,851 17,848,456 10.4% 受取利息 3,245,020 3,262,222 △ 0.5% 

減価償却費・資産減耗費 2,120,728,677 1,979,517,250 7.1% 他会計補助金 0 130,339,710 皆減 

その他営業費用 142,732,032 143,202,437 △ 0.3% 長期前受金戻入 863,664,971 853,446,026 1.2% 

54,830,387 54,020,350 1.5% 雑収益 54,475,533 93,778,068 △ 41.9% 

支払利息及び企業債取扱諸費 37,279,082 47,724,518 △ 21.9% 126,323,699 14,693,978 759.7% 

雑支出 17,551,305 6,295,832 178.8% 固定資産売却益 103,686,100 0 皆増 

541,556 92,459 485.7% その他特別利益 22,637,599 14,693,978 54.1% 

過年度損益修正損 541,556 92,459 485.7% 7,204,333,736 7,163,171,894 0.6% 

6,085,680,206 5,923,515,375 2.7% 

1,118,653,530 1,239,656,519 △ 9.8% 当 年 度 純 利 益 （A-B）

営　業　外　費　用

営　業　外　収　益

特　別　損　失

借　　方　　科　　目 貸　　方　　科　　目

営　業　費　用 営　業　収　益

費 用 合 計 （B）

特　別　利　益

収 益 合 計 （A）

※3

≪参考≫

主な増減…水道使用料の増加 142,197,501円

他会計補助金の減少 △130,339,710円

固定資産売却益の増加 103,686,100円

減価償却費・資産減耗費の増加 141,211,427円

修繕費の増加 66,886,218円

前年度決算処分に
伴う振替

積立金の取崩しに
伴う振替

当年度純利益

28,574,989,463 1,121,446,026 0 0 29,696,435,489 1,130,664,971 30,827,100,460 

2,242,623,154 △ 1,121,446,026 0 1,118,653,530 2,239,830,658 △ 1,130,664,971 1,109,165,687 

215,362,651 0 0 0 215,362,651 0 215,362,651 

2,027,260,503 △ 1,121,446,026 0 1,118,653,530 2,024,468,007 △ 1,130,664,971 893,803,036 

減債積立金 10,000,000 19,000,000 △ 10,000,000 0 19,000,000 13,000,000 32,000,000 

利益積立金 72,000,000 0 △ 72,000,000 0 0 0 0 

建設改良積立金 185,000,000 354,076,081 △ 185,000,000 0 354,076,081 227,935,125 582,011,206 

未処分利益剰余金 1,760,260,503 △ 1,494,522,107 267,000,000 1,118,653,530 1,651,391,926 △ 1,371,600,096 279,791,830 

30,817,612,617 0 0 1,118,653,530 31,936,266,147 0 31,936,266,147 

決算処分（議案） 処分後残高

剰　余　金

資　本　金

資本剰余金

当年度末残高

資本（純資産）合計

前年度末残高

当年度変動額

利益剰余金

科　　　目

※1

※2

※1 資本金への組入額 1,130,664,971円の内訳は、※2 積立金取崩しに伴う振替額 267,000,000円、※3 当年度純利益のうち長期前受金戻入額 863,664,971円となります。
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③ 貸借対照表（バランスシート）　　〔決算書P11～P13〕

④ キャッシュ・フロー計算書（資金収支計算書）　　〔決算書P29～P30〕

　　　　【キャッシュ・フロー計算書による経営状況】

金　　額

2,138,758,451 （＋）

当年度純利益 1,118,653,530 

非資金損益項目（減価償却費等） 1,251,649,706 

未収金及び未払金等の精算 △ 217,491,351 

水道水源環境保全基金の増減 △ 14,053,434 

△ 2,331,990,819 （－）

資産の増加 △ 3,158,871,587 

補助金、工事負担金の収入 518,805,194 

未収金及び未払金等の精算 308,075,574 

10,289,532 （＋）

企業債の償還及び借入 10,289,532 

△ 182,942,836 

3,818,065,909 

△ 182,942,836 

3,635,123,073 

２ 投資活動によるキャッシュ・フロー

科　　目

１ 業務活動によるキャッシュ・フロー

当 年 度 資 金 の 増 減

３ 財務活動によるキャッシュ・フロー

当 年 度 資 金 の 増 減

資 金 の 期 首 残 高

資 金 の 期 末 残 高

≪参考≫

主な増減…構築物（水道管等）の増加 1,214,486,297円

機械及び装置の増加 283,481,050円

建設仮勘定（建設中の資産）の減少 △218,557,336円

未払金（未払工事費等）の増加 266,905,737円

長期前受金の減少 △253,843,672円

資本金の増加 1,121,466,026円

73.85 73.61 73.26 

74.99 74.72 

63.54 63.53 63.16 
64.41 

60.00

62.00

64.00

66.00

68.00

70.00

72.00

74.00

76.00

78.00

H29 H30 R1 R2 R3

⑤ 施設利用率

企業団

類似団体平均

（％）

★解説★

一日配水能力に対する一日平均配

水量の割合であり、施設の利用状況や

適正規模を判断する指標で、数値は高

いほど効率的であることを意味します。

☆企業団分析☆

数値は類似団体平均と比較して高く

推移していますが、令和3年度は年間総

配水量が減少したため、数値が低下しま

した。

45.14
46.11

46.78
45.92 46.00

49.66 
50.41 

51.13 
51.62 

40.00

42.00

44.00

46.00

48.00

50.00

52.00

54.00

H29 H30 R1 R2 R3

⑥ 有形固定資産減価償却率（％）
★解説★

有形固定資産の減価償却がどの程度

進んでいるか、資産の老朽化度合いを

表す指標で、数値が高いほど法定耐用

年数に近い資産が多いことを意味しま

す。

☆企業団分析☆

数値は類似団体平均を下回って推移

しています。他の老朽化の状況を表す指

標を踏まえ、将来の施設更新等の必要

性を推測するなど、今後の施設更新等

の参考としていきます。

22.41 
23.77 

24.87 
27.13 

30.33 

18.94 
20.36 

22.41 
23.68 

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

H29 H30 R1 R2 R3

⑦ 管路経年化率（％）

★解説★

管路の老朽化度合いを表す指標で、

数値が高いほど法定耐用年数を経過し

た管路を多く保有していることを意味し

ます。

☆企業団分析☆

数値は類似団体平均を上回って推移

しており、今後も法定耐用年数を経過

する管路の増加が見込まれるため、数

値は上昇することが予測されます。

0.57 

0.71 

0.92 

0.70 

1.33 

0.74 0.75 
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⑧ 管路更新率（％）

★解説★

当該年度に更新した管路延長の割

合を表す指標で、数値が1.25％の場

合、すべての管路を更新するのに80年

かかる更新ペースであることを意味しま

す。

☆企業団分析☆

令和3年度は、目標値である1.25％を

上回る数値となりました。更新の財源確

保や経営に与える影響を踏まえた分析

を行い、今後の管路更新計画の参考と

していきます。

（単位 円）

（単位 円）

令和３年度 令和２年度 増減率 令和３年度 令和２年度 増減率

51,799,128,573 50,563,141,186 2.4% 2,266,948,053 2,198,117,120 3.1% 

51,282,731,017 50,044,580,646 2.5% 1,277,727,837 1,236,259,305 3.4% 

土地・建物 2,413,077,717 2,439,945,866 △ 1.1% 989,220,216 961,857,815 2.8% 

構築物（水道管等） 46,426,707,266 45,212,220,969 2.7% 1,789,208,550 1,607,714,128 11.3% 

機械及び装置 1,347,413,262 1,063,932,212 26.6% 258,531,468 289,710,468 △ 10.8% 

車両運搬具 28,639,299 32,089,239 △ 10.8% 1,135,476,184 868,570,447 30.7% 

工具器具及び備品 144,866,531 155,808,082 △ 7.0% 291,086,913 299,566,932 △ 2.8% 

建設仮勘定（建設中の資産） 922,026,942 1,140,584,278 △ 19.2% 104,113,985 149,866,281 △ 30.5% 

16,397,556 18,560,540 △ 11.7% 20,287,004,010 20,540,847,682 △ 1.2% 

500,000,000 500,000,000 0.0% 20,287,004,010 20,540,847,682 △ 1.2% 

4,480,298,187 4,601,150,361 △ 2.6% 国庫補助金・県補助金 1,133,197,091 1,112,113,542 1.9% 

3,635,123,073 3,818,065,909 △ 4.8% その他 19,153,806,919 19,428,734,140 △ 1.4% 

508,249,283 414,129,664 22.7% 24,343,160,613 24,346,678,930 △ 0.0% 

44,122,386 44,997,266 △ 1.9% 29,696,435,489 28,574,989,463 3.9% 

13,011,615 58,219,126 △ 77.7% 2,239,830,658 2,242,623,154 △ 0.1% 

279,791,830 265,738,396 5.3% 31,936,266,147 30,817,612,617 3.6% 

56,279,426,760 55,164,291,547 2.0% 56,279,426,760 55,164,291,547 2.0% 

未収金（未収水道料金等）

引当金

その他

預り金（下水道料金等）

企業債（翌年度償還分）

未払金（未払工事費等）

長期前受金

貸　方　科　目借　方　科　目

固　定　資　産

有形固定資産

無形固定資産

資　産　合　計

固　定　負　債

企業債

資本（純資産）合計

負 債 ・ 資 本 合 計

現金・預金

貯蔵品（貯蔵量水器等）

その他

水道水源環境保全基金

流　動　負　債

繰　延　収　益

資　本　金

剰　余　金

投資（投資有価証券）

流　動　資　産

負　債　合　計

業務活動
（水道事業は
通常プラス）

投資活動
（水道事業は
通常マイナス）

財務活動

＋ － ＋
営業活動が順調で投資活動を積極的に行ってい
ますが、投資活動の財源不足分を企業債等借入
により補っています。

キャッシュ・フロー

経営状況の解説
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